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＜連絡事項＞

・アルコール依存症治療プログラムについて

今まで病棟単位でおこなっていたプログラム作成や評価を、１名のアルプロ担当スタッフが、病棟に関係なく、退院までプログラムの作成・評価を実施する担当制の形式となります。

実施フローと、備考･注意点を、必ず熟読してください。（読み合わせしている）

東病棟は評価について第１と第３木曜日のカンファレンスにて実施していきます。

＜患者様連絡事項＞

・畑中　徹様～ご家族・本人より今後について面談希望あり、10月17日10:00を予定しています。

・田沢　左部様～左足第一趾　皮膚表皮剥離、皮膚が硬化（黒っぽくなっている）　　　

　　　　　　　　エルタシン軟膏塗布後、ガーゼ保護の指示出ています。10月16日皮膚科診察して頂きます。

　　　　　　　　糖尿病でもあり、食事摂取量低下あり栄養状態良くないため二次感染に繋がる可能性もあります。壊疽などになる場合もあります。発熱、患部の皮膚状態の観察して下さい。

＜ＯＴ報告＞

・坂　貢様～今週は1日だけ具合が悪いと拒否する事があったが、その他は参加する事が出来ています。表情の硬さや独語、妄想に左右された行動は目立ちません。自分の植えた朝顔に手をやり「花咲け」と念じていることがあります。

　　　　　　作業に集中できず、「これはどうする」などスタッフを呼ぶ事が多いです。川細工を実施していますが、1つの作品に集中して取り組み参加するように関わっていきます。

・安達　貴浩様～本人から一日作業療法をしたいと希望があり。治療プログラムの必要性についてや1日同じ作業を実施する事やメンバーが変る事でのストレスなどに繋がるのではないか本人と話しをすると「そうだな」と今まで通りの作業を実施して行く事で納得されています。

　　　　　　　　作業の取り組みでは、計画的ではなく途中で止めてしまう事があります。

　　　　　　　　気分転換と楽しみを見つけるという事を目標にしています。

　　　　　　　　自分の要求が通らないと「帰る」と話される為、理由を表現できるようにしていく事を伝えています。

 　　　　　　　　病棟にて(ここ数日、トラブルが続いている)トラブルがあったり、表情の硬さが見られイライラしている様子があります。そのような場合は、今考えている事を話して頂く、粗暴行為に至らず自制できている場合は評価し伝えて下さい。

・清水　栄子様～作業での取り組みでは、黙々と裁縫したり取り組んでいます。

　　　　　　　　西病棟の上道様がパソコンの本を購入され、清水様が経験者であることでそれにそって教えて欲しいと依頼され、本に付箋をたくさん貼ったりとしています。ストレスになっていないか確認すると「全然、大丈夫」と話しています。病棟では「うつっぽい、トラブル続き」と話しており、気分の落ち込み、表情の冴えなさ見られます。薬物調整とし、入院日から1ヶ月となりますが、西病棟には移動せず東病棟でしばらく様子を見ることになっています。

・畑中　成夫様～作業療法5日間、漢字ドリル、パソコンと実施している。他者を気にする事無く参加出来ています。分からない事をスタッフへ質問しながら取り組まれています。しかし、一度説明したことをノートにメモしていますが、活用されておらず何度も同じ内容について確認する事があります。

　　　　　　　　病棟でも処置についてなど同様に確認に来られる事があります。本人にとっては「不安」があり確認していることだと思われます。その都度説明し納得してもらうようにして下さい。

＜ＳＳＴ評価・検討＞

新規導入者、グループ変更者検討

磯島　貴之様　Ａ１　　　　　　田沢　左部様　Ｃ　　　　中村　富夫様　Ｂ２

畑中　徹様　　Ａ１　　　　　　沢向　幸二様　Ｃ　　　　中山　栄作様　Ａ２

奥寺　徹様　　Ｂ２⇒Ａ２

畑中　成夫様　Ａ１⇒Ｂ１　　　　ベッドコントロールでユニット移動している為変更

金澤　洋子様　Ａ２⇒Ｂ２

トータルの参加人数⇒44名となります。

病棟にて実施しているＳＳＴについてですが、企画決裁後は、1週間ごとに前回の評価を踏まえて実施内容の設定をしていましたが、8月より、1ヶ月の実施内容の設定を行っていました。

理由は、1ヶ月の計画だと次回に繋がる介入もできるのではと考え、行っていました。が、現在の東病棟の患者様を対象としたＳＳＴを実施する場合、継続性を重視するのえはなく、1週ごとに完結的に終わる内容のほうが良いのではないか。

土曜日は入浴日と重なり2グループ同時に実施されていることもありますので見直しが必要かと思います。
⇒意見が出ています。ＳＳＴについて再度検討していく事にします。（10/20再度カンファレンスにて）4ヶ月間実施してみての評価、見直しする点はないか意見をお願いします。

　　　　
　　　　　　　

　　　　　　　　













